
笠井芳夫先生の経歴・
思い出のスライド



誕生と学歴

1928（昭和3）年4月15日
山梨県西八代群鴨狩津向
村笠井保一、あさぢ四男と
して生まれる

1942（昭和17）年3月31日
山梨県西八代群山宮小学
校 高等科卒業



1944（昭和19）年11月
山梨航空機関学校繰上げ卒業

先生が戦時中整備実習していた旅客機



1948（昭和23）年3月
正則学園中学校卒業

ご兄弟と



1953（昭和28）年3月31日
日本大学工学部新制二部建築学科卒業

同級生



1956（昭和31）年3月31日
日本大学大学院工学研究科建設工学

専攻修士課程修了

1969（昭和44）年12月16日
「コンクリートの初期強度・初期養生に関
する研究」により日本大学より工学博士
の学位を授与される



結婚式

（１９５３年）



結婚式（１９５３年５月１８日）



ご家族（２００９年）



職歴
1945（昭和20）年1月
1948（昭和23）年12月1日
1957（昭和32）年7月1日
1959（昭和34）年4月17日
1960（昭和35）年4月1日
1966（昭和41）年4月1日
1973（昭和48）年4月1日
1998（平成10）年4月14日
1998（平成10）年6月

1985（昭和60）年7月

1989（平成元）年7月

1992（平成4）年4月

大日本航空株式会社入社 1945（昭和20）年8月15日まで

日本大学工学部建築教室雇

日本大学短期大学部助手（工科勤務）

日本大学専任講師（理工学部勤務）

日本大学短期大学専任講師（工科勤務）

日本大学助教授（生産工学部勤務）

日本大学教授（生産工学部勤務）

日本大学定年退職

日本大学名誉教授

日本大学大学院生産工学研究科大学院担当 1986（昭和61）年
7月まで

日本大学生産工学部生担当・生活委員会委員長 1991（平成3）
年7月まで

日本大学大学院生産工学研究所長 1993（平成5）年3月まで



松井嘉孝先生と



表彰
1）日本建築学会論文賞 1974（昭和49）年5月「コンクリートの初期性状に関する研究」

2）セメント協会論文賞 1975（昭和50）年5月「硬化初期におけるコンクリートの力学的性状に
関する研究」

セメント協会論文賞授賞式で１９７５年



3）日本コンクリート工学協会技術賞 1986（昭和61）年5月「鉄筋の直
接通電加熱によるコンクリートの表層剥離工法の開発」

4）日本非破壊検査協会論文賞 1990（平成2）年5月「コンクリートの
版内の最速経路の予測と版厚の測定に関する研究」

5）日本非破壊検査協会功績賞 1992（平成4）年10月
6）科学技術庁長官賞 1993（平成5）年10月「原子力の安全性に関す
る功労に対して」



7）セメント協会論文賞 1998（平成10）年度「コンクリートの
表層から内部にいたる細孔構造と圧縮強度の関係」



全国解体工事事業団体連合会で功績賞受賞

8）日本建築学会終身会員 2000（平成12）年12月
9）日本コンクリート工学協会名誉会員 2000（平成12）年6月
10）全国解体工事業団体連合会功績賞2003（平成15）年9月



11）日本建築学会教育賞（教育業績） 2009（平成21）年5月「建築材
料およびコンクリートの教育に関する長年の貢献」

毛見先生の助言により応募



12）叙勲：瑞宝中綬章 2009（平成21）年11月

皇居にて



笠井研究室の扉（旧５号館：1974年）



1968年 1969年 1973年 1974年 1975年

1977年 1983年 1990年 1994年

卒業アルバムの顔写真から

2001年



１９６０年代前半（字は笠井先生）



1961年３月卒業生と湯河原１泊旅行



１９６１年



卒業アルバムの写真（1968年）



1972年



構造物の解体技術訪米研修団（1971.03.28）


